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前
稿
で
は
江
戸
文
化
の
時
代
区
分
の
問
題
、
と
り
わ
け
化
政
文
化
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
生
ま
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
議
論
し
た
。
本
稿
で
は
江
戸
美
術
の
個
別
の
問
題
点
の
検
討
に
進
む
が
、
十
七
世
紀
半
ば
ま
で
の
初
期
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
す
で
に
本
誌
第
16
号
掲
載
の
「
日
本
史
教
科
書
の
美
術
史
（
一
）
│
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
の
検
討
│
」（
以
下
「
前
稿
（
一
）」
と
略
記
）
で
触
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
で
は
元
禄
文
化
が
栄
え
た
と
さ
れ
る
十
七
世
紀
後
半
か
ら
幕
末
ま
で
を
検
討
す
る
。
《
美
術
史
に
お
け
る
元
禄
時
代
》
　
「
元
禄
文
化
」
の
項
目
は
、
ど
の
日
本
史
教
科
書
や
概
説
書
に
も
必
ず
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
確
か
に
文
学
史
に
お
い
て
、
元
禄
年
間
を
中
心
と
す
る
十
七
世
紀
後
半
に
ピ
ー
ク
が
あ
る
の
は
万
人
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
美
術
史
の
立
場
か
ら
見
た
場
合
、
元
禄
を
ピ
ー
ク
と
見
る
史
観
に
は
か
な
り
大
き
な
疑
問
符
が
付
く
。
も
ち
ろ
ん
美
術
と
文
学
は
文
化
の
二
本
柱
で
あ
り
、
両
者
に
は
密
接
な
関
係
が
あ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
そ
の
盛
衰
は
必
ず
し
も
同
じ
曲
線
を
描
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
　
元
禄
年
間
を
文
化
面
で
特
別
視
す
る
史
観
は
、
前
稿
（
二
）
で
詳
し
く
述
べ
た
よ
う
に
、
明
治
時
代
の
国
語
学
者
大
槻
文
彦
の
教
科
書
（『
校
正
日
本
小
史
』、
明
治
15
年
）
や
、
歴
史
学
者
黒
板
勝
美
の
大
部
の
概
説
書
（『
国
史
の
研
究　
各
説
の
部
』、
大
正
2
年
）
な
ど
に
遡
る
。
そ
れ
ら
の
記
述
か
ら
判
断
す
る
と
、
元
禄
文
化
と
い
う
概
念
は
、
近
松
の
人
形
浄
瑠
璃
の
脚
本
や
西
鶴
の
浮
世
草
子
な
ど
の
、
文
学
の
評
価
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
大
槻
の
教
科
書
に
美
術
へ
の
言
及
は
な
く
、
江
戸
文
化
関
連
の
人
名
と
し
て
は
、
わ
ず
か
に
芭
蕉
の
み
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
　
黒
板
の
概
説
書
も
や
は
り
文
学
を
重
視
し
て
お
り
、
近
松
や
西
鶴
に
か
な
り
の
行
数
を
費
や
し
て
い
る
。「
さ
れ
ば
平
民
的
文
学
の
発
達
し
た
こ
と
は
こ
の
時
代
の
特
徴
」
と
い
っ
た
文
言
が
見
え
、
俳
諧
に
つ
い
て
は
芭
蕉
を
は
じ
め
、
其
角
、
嵐
雪
、
許
六
の
名
前
ま
で
挙
げ
て
い
る
。
一
方
美
術
に
関
し
て
は
狩
野
探
幽
・
土
佐
光
起
・
住
吉
具
慶
を
取
り
上
げ
る
が
、
彼
ら
が
幕
府
の
御
用
を
務
論
　
文日
本
史
教
科
書
の
美
術
史
（
三
）
│
│
江
戸
時
代
中
期
以
降
の
検
討
│
│
矢
島
　
新
日本史教科書の美術史（三）──江戸時代中期以降の検討──
81
め
た
こ
と
に
触
れ
る
ば
か
り
で
、
絵
の
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て
論
評
は
し
て
い
な
い
。
彼
ら
を
美
術
家
と
し
て
評
価
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
　
一
九
七
〇
年
の
学
習
指
導
要
領
が
明
示
し
た
よ
う
に
﹇
前
稿
（
二
）
参
照
﹈、
元
禄
文
化
は
一
般
に
《
上
方
の
町
人
文
化
》
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
日
本
史
教
科
書
が
こ
の
時
代
の
絵
師
と
し
て
必
ず
取
り
上
げ
る
尾
形
光
琳
と
菱
川
師
宣
を
改
め
て
検
討
す
れ
ば
、
光
琳
は
上
方
の
絵
師
で
は
あ
る
が
彼
の
主
な
顧
客
は
京
都
の
公
家
や
大
名
ク
ラ
ス
の
上
級
武
士
で
あ
っ
て
、
庶
民
の
絵
師
と
は
言
い
難
い
。
師
宣
は
庶
民
の
絵
師
と
言
っ
て
も
良
い
だ
ろ
う
が
、
上
方
で
は
な
く
江
戸
の
絵
師
で
あ
る
。
い
く
つ
か
の
教
科
書
に
名
前
が
載
る
円
空
は
美
術
史
上
き
わ
め
て
重
要
な
存
在
だ
が
、
上
方
で
活
躍
し
た
わ
け
で
も
、
都
市
の
町
人
の
た
め
に
仏
像
を
彫
っ
た
わ
け
で
も
な
い
。
こ
の
時
代
の
美
術
家
か
ら
《
上
方
の
町
人
文
化
》
に
当
て
は
ま
る
者
を
拾
う
の
は
、
か
な
り
難
し
い
作
業
な
の
で
あ
る
。
　
そ
も
そ
も
元
禄
時
代
に
は
め
ぼ
し
い
絵
師
が
少
な
い
。
光
琳
が
一
人
屹
立
す
る
ば
か
り
で
、
筆
者
に
は
ピ
ー
ク
と
い
う
印
象
は
な
い
。
光
琳
に
し
て
も
、
新
た
な
元
禄
美
術
の
樹
立
者
と
見
る
よ
り
、
江
戸
時
代
初
期
の
宗
達
の
後
継
者
と
と
ら
え
る
方
が
理
解
し
や
す
い
。
室
町
時
代
の
狩
野
派
に
始
ま
り
、
桃
山
か
ら
江
戸
初
期
を
通
じ
て
流
れ
る
京
都
の
美
術
の
、
掉
尾
を
飾
る
絵
師
と
見
る
方
が
的
を
射
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
天
心
が
寛
永
を
ピ
ー
ク
と
見
て
元
禄
に
触
れ
な
か
っ
た
の
は
、
美
術
史
か
ら
み
る
と
そ
れ
な
り
に
肯
け
る
見
解
な
の
で
あ
る
。
《
美
術
史
と
文
学
史
の
不
一
致
》
　
美
術
史
と
政
治
史
が
必
ず
し
も
連
動
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
前
稿
（
一
）
で
触
れ
た
が
、
同
じ
文
化
の
枠
の
中
で
並
ん
で
記
述
さ
れ
る
文
学
史
と
も
、
美
術
史
は
連
動
し
な
い
時
代
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
書
店
に
並
ぶ
文
学
史
の
概
説
書
の
中
か
ら
、
二
〇
一
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
日
本
古
典
文
学
史
』（
乾
安
代
・
櫻
井
武
次
郎
・
新
間
一
美
・
西
島
孜
哉
・
毛
利
正
守
、
暁
印
書
館
）
を
例
に
と
っ
て
時
代
区
分
を
確
認
す
る
と
、
全
体
は
第
一
章
「
上
代
の
文
学
」、
第
二
章
「
中
古
の
文
学
」、
第
三
章
「
中
世
の
文
学
」、
第
四
章
「
近
世
の
文
学
」
と
い
う
四
章
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。
上
代
と
中
古
と
い
う
用
語
は
美
術
史
で
は
あ
ま
り
用
い
ら
れ
な
い
が
、
上
代
は
奈
良
時
代
以
前
、
中
古
は
平
安
時
代
を
指
し
て
い
る
。
中
世
は
平
氏
滅
亡
か
ら
豊
臣
氏
滅
亡
ま
で
、
近
世
は
江
戸
時
代
を
指
す
と
定
義
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
は
歴
史
学
に
お
い
て
も
美
術
史
に
お
い
て
も
よ
く
用
い
ら
れ
る
時
代
区
分
で
あ
る
。
　
そ
れ
ぞ
れ
の
中
身
を
見
る
と
、
第
一
章
か
ら
第
三
章
ま
で
と
、
第
四
章
と
で
は
、
構
成
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
前
者
は
ジ
ャ
ン
ル
別
、
後
者
は
時
代
順
の
記
述
な
の
で
あ
る
。
例
え
ば
第
三
章
は
、
第
一
節
「
和
歌
」、
第
二
節
「
連
歌
」、
第
三
節
「
漢
詩
文
・
法
語
」、
第
四
節
「
日
記
・
紀
行
・
随
筆
」、
第
五
節
「
物
語
文
学
」、
第
六
節
「
歴
史
文
学
・
史
論
」、
第
七
節
「
軍
記
物
語
」、
第
八
節
「
説
話
文
学
」、
第
九
節
「
演
劇
」、
第
十
節
「
歌
謡
」
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
鎌
倉
時
代
か
ら
安
土
桃
山
時
代
ま
で
の
約
四
百
年
を
時
代
で
輪
切
り
に
す
る
こ
と
な
く
、
ジ
ャ
ン
ル
を
十
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
展
開
を
別
々
に
記
述
し
て
い
る
。
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文
学
史
に
お
い
て
は
、
鎌
倉
や
室
町
と
い
っ
た
歴
史
学
の
時
代
区
分
が
あ
ま
り
重
視
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
　
と
こ
ろ
が
第
四
章
だ
け
は
、
第
一
節
「
啓
蒙
の
時
代
」、
第
二
節
「
元
禄
の
文
学
」、
第
三
節
「
文
人
の
時
代
」、
第
四
節
「
大
衆
文
学
の
時
代
」
に
区
分
さ
れ
、時
代
順
の
記
述
と
な
っ
て
い
る
。「
啓
蒙
の
時
代
」
は
江
戸
時
代
前
期
、「
文
人
の
時
代
」
は
享
保
か
ら
天
明
に
か
け
て
の
中
期
、「
大
衆
文
学
の
時
代
」
は
寛
政
以
降
の
後
期
と
定
義
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
四
つ
の
時
代
区
分
は
、
最
新
版
の
山
川
出
版
社
『
詳
説
日
本
史
Ｂ
』（
以
下
前
稿
同
様
「『
詳
説
』
と
略
記
）
の
江
戸
文
化
の
区
分
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
　
美
術
史
と
の
比
較
で
問
題
と
な
る
の
は
ま
ず
安
土
桃
山
時
代
で
あ
る
。『
日
本
古
典
文
学
史
』
の
第
三
章
「
中
世
の
文
学
」
は
今
述
べ
た
よ
う
に
完
全
に
ジ
ャ
ン
ル
別
の
記
述
で
あ
り
、
安
土
桃
山
時
代
に
つ
い
て
も
特
別
に
区
分
は
し
て
い
な
い
。
か
ろ
う
じ
て
第
二
節
の
「
連
歌
」
の
項
目
の
み
「
鎌
倉
時
代
」、「
南
北
朝
時
代
」、「
七
賢
時
代
」（
応
永
・
永
享
期
）、「
宗
祇
と
そ
の
周
辺
」（
応
仁
の
乱
前
後
）、「
俳
諧
の
連
歌
」（
十
五
世
紀
前
半
）、「
紹
巴
と
そ
れ
以
後
」（
天
正
・
慶
長
期
）
の
六
つ
に
区
分
し
て
お
り
、
最
後
の
「
紹
巴
と
そ
れ
以
後
」
が
安
土
桃
山
時
代
に
該
当
す
る
。
そ
の
記
述
を
見
る
と
、「
こ
の
時
期
の
連
歌
の
隆
盛
は
形
式
に
則
っ
た
上
で
の
も
の
で
、
必
然
的
に
そ
の
文
学
史
的
意
義
は
失
わ
れ
て
い
っ
た
」
と
か
な
り
否
定
的
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
　
安
土
桃
山
時
代
は
天
下
人
の
た
め
の
絢
爛
豪
華
な
美
術
が
咲
き
誇
っ
た
時
代
で
あ
る
が
、
文
学
に
お
い
て
は
天
下
人
を
寿
ぐ
よ
う
な
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
や
ス
タ
イ
ル
が
登
場
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
日
本
史
教
科
書
の
桃
山
文
化
の
項
に
お
い
て
も
、
文
学
に
関
す
る
記
述
は
皆
無
に
近
い
。
美
術
史
に
お
い
て
安
土
桃
山
時
代
は
際
立
っ
た
ピ
ー
ク
と
み
な
さ
れ
て
い
る
が
、
文
学
史
に
お
い
て
は
そ
う
で
も
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
　
安
土
桃
山
時
代
と
は
逆
に
、
元
禄
時
代
は
文
学
の
時
代
で
あ
る
。『
日
本
古
典
文
学
史
』
は
先
に
記
し
た
よ
う
に
第
四
章
第
二
節
を
「
元
禄
の
文
学
」
と
し
て
い
る
が
、
井
原
西
鶴
・
近
松
門
左
衛
門
・
松
尾
芭
蕉
ら
が
活
躍
し
た
元
禄
時
代
は
、
間
違
い
な
く
文
学
史
の
ピ
ー
ク
だ
ろ
う
。
一
方
美
術
に
関
し
て
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
筆
者
に
は
さ
ほ
ど
高
い
ピ
ー
ク
で
あ
る
よ
う
に
は
思
え
な
い
。
安
土
桃
山
時
代
は
美
術
の
時
代
、
元
禄
時
代
は
文
学
の
時
代
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
文
学
史
と
美
術
史
の
ピ
ー
ク
が
一
致
し
な
い
例
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
　
贅
言
だ
が
、『
日
本
古
典
文
学
史
』
を
読
み
返
し
て
み
る
と
、
文
学
史
が
扱
う
範
囲
が
か
な
り
広
い
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
例
え
ば
先
に
触
れ
た
第
三
章
「
中
世
の
文
学
」
の
第
三
節
「
漢
詩
文
・
法
語
」
で
は
、
親
鸞
の
『
教
行
信
証
』
や
道
元
の
『
正
法
眼
蔵
』
な
ど
い
わ
ゆ
る
鎌
倉
新
仏
教
の
祖
師
た
ち
の
著
述
、
第
九
節
「
演
劇
」
で
は
田
楽
・
能
・
狂
言
・
幸
若
舞
な
ど
の
芸
能
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
第
四
章
「
近
世
の
文
学
」
の
第
二
節
「
元
禄
の
文
学
」
に
浄
瑠
璃
や
歌
舞
伎
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
当
然
だ
ろ
う
し
、
儒
学
や
国
学
も
項
目
と
し
て
立
て
ら
れ
て
い
る
。
日
本
史
教
科
書
の
文
化
の
項
に
記
載
さ
れ
る
文
化
事
象
の
う
ち
、
美
術
以
外
は
す
べ
て
文
学
史
が
扱
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
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《
宝
暦
・
天
明
期
の
復
権
》
　
十
八
世
紀
の
後
半
は
、
宝
暦
（
一
七
五
一
〜
一
七
六
四
）、
明
和
（
一
七
六
四
〜
一
七
七
二
）、
安
永
（
一
七
七
二
〜
一
七
八
一
）、
天
明
（
一
七
八
一
〜
一
七
八
九
）、
寛
政
（
一
七
八
九
〜
一
八
〇
一
）
と
続
く
。『
詳
説
』
は
最
新
版
か
ら
こ
の
時
期
の
文
化
を
「
宝
暦
・
天
明
期
の
文
化
」
と
呼
び
始
め
た
。
　
宝
暦
〜
天
明
期
は
四
〇
年
近
い
長
い
期
間
で
あ
る
が
、
そ
の
真
ん
中
の
二
〇
年
ほ
ど
が
、
い
わ
ゆ
る
田
沼
時
代
で
あ
る
。
老
中
田
沼
意
次
が
幕
政
を
仕
切
っ
て
い
た
明
和
4
年
（
一
七
六
七
）
か
ら
天
明
6
年
（
一
七
八
六
）
ま
で
を
言
う
。
　
戦
前
の
史
学
で
は
田
沼
時
代
は
す
こ
ぶ
る
評
判
が
悪
か
っ
た
。
前
稿
（
二
）
で
言
及
し
た
教
科
書
を
見
て
も
、
明
治
24
年
（
一
八
九
一
）
の
荻
野
由
之
『
中
等
教
育
日
本
歴
史
』
は
「
明
和
安
永
の
弊
政
」、
明
治
26
年
（
一
八
九
三
）
の
新
保
磐
次
『
日
本
史
要
』
は
「
徳
川
氏
衰
弱
の
世
」
と
呼
び
、
大
正
5
年
（
一
九
一
六
）
の
辻
善
之
助
『
重
修
新
編
国
史
教
科
書
』
は
「
人
民
大
に
苦
し
む
」
と
評
し
て
い
る
。
天
明
の
飢
饉
な
ど
の
災
害
や
、
賄
賂
政
治
の
印
象
が
強
か
っ
た
せ
い
だ
ろ
う
。
　
こ
う
し
た
史
観
は
近
年
で
は
か
な
り
修
正
さ
れ
て
い
る
。
最
新
版
『
詳
説
』
で
は
、「
意
次
の
政
策
は
、
商
人
の
力
を
利
用
し
な
が
ら
、
幕
府
財
政
を
思
い
切
っ
て
改
善
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
刺
激
を
受
け
て
、
民
間
の
学
問
・
文
化
・
芸
術
が
多
様
な
発
展
を
と
げ
た
」
と
、
か
な
り
肯
定
的
な
評
価
に
変
わ
っ
て
い
る
。
　
江
戸
文
化
の
全
体
を
眺
め
れ
ば
、
文
学
に
お
い
て
も
、
美
術
に
お
い
て
も
、
十
八
世
紀
後
半
は
間
違
い
な
く
最
も
高
い
ピ
ー
ク
で
あ
る
。
文
学
に
関
し
て
は
文
学
史
の
専
門
書
に
お
任
せ
す
る
が
、
当
時
の
画
壇
は
ま
さ
に
多
士
済
々
で
あ
り
、
上
方
で
活
躍
し
た
絵
師
を
順
に
挙
げ
れ
ば
、
い
く
つ
か
の
教
科
書
に
名
が
載
る
者
に
限
っ
て
も
、
伊
藤
若
冲
（
一
七
一
六
〜
一
八
〇
〇
）、
与
謝
蕪
村
（
一
七
一
六
〜
八
四
）、
池
大
雅
（
一
七
二
三
〜
七
六
）、
円
山
応
挙
（
一
七
三
三
〜
九
五
）
と
い
ず
れ
も
個
性
的
な
大
輪
が
妍
を
競
っ
て
い
る
。
　
江
戸
に
目
を
移
せ
ば
、
鈴
木
春
信
（
一
七
二
五
＊
〜
七
〇
）、
司
馬
江
漢
（
一
七
四
七
〜
一
八
一
八
）、
小
田
野
直
武
（
一
七
五
〇
〜
八
〇
）、
鳥
居
清
長
（
一
七
五
二
〜
一
八
一
五
）、
喜
多
川
歌
麿
（
一
七
五
三
＊
〜
一
八
〇
六
）、
東
洲
斎
写
楽
（
生
没
年
不
詳
）
ら
が
お
り
、
こ
ち
ら
も
魅
力
あ
ふ
れ
る
メ
ン
バ
ー
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。
日
本
史
教
科
書
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
い
う
べ
き
『
詳
説
』
が
こ
の
時
代
の
文
化
の
記
述
を
独
立
さ
せ
た
の
は
、
大
き
な
前
進
で
あ
っ
た
。
　
た
だ
浮
世
絵
界
の
ビ
ッ
グ
ネ
ー
ム
で
あ
る
歌
麿
や
写
楽
は
、
寛
政
年
間
に
活
躍
し
た
絵
師
で
あ
る
。
改
革
が
断
行
さ
れ
て
文
化
が
弾
圧
さ
れ
た
と
見
ら
れ
が
ち
な
寛
政
年
間
に
も
傑
作
は
多
数
生
ま
れ
て
お
り
、
決
し
て
沈
滞
し
た
時
代
で
は
な
い
。「
宝
暦
・
天
明
期
の
文
化
」
と
い
う
よ
り
、「
宝
暦
・
寛
政
期
の
文
化
」
と
呼
ぶ
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
改
革
を
行
っ
た
松
平
定
信
本
人
も
絵
筆
を
と
る
文
人
気
質
で
あ
り
、
修
史
事
業
を
奨
励
し
、
古
美
術
調
査
を
行
わ
せ
る
な
ど
し
た
文
化
的
な
人
物
で
あ
っ
た
。
《
江
戸
時
代
中
期
の
美
術
の
特
色
》
　
宝
暦
・
寛
政
期
の
美
術
は
、
上
方
と
江
戸
が
競
い
あ
う
よ
う
に
、
と
も
に
大
84
き
な
花
を
咲
か
せ
た
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
京
都
を
中
心
に
展
開
し
て
き
た
美
術
史
が
、
初
め
て
別
の
極
を
持
っ
た
と
言
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
　
さ
ら
に
言
え
ば
、
東
海
道
の
宿
駅
原
（
現
在
の
沼
津
市
）
の
小
寺
で
庶
民
教
化
に
生
涯
を
さ
さ
げ
、
革
新
的
な
禅
画
を
数
千
点
も
描
い
て
画
壇
に
影
響
を
与
え
た
禅
僧
白
隠
は
、
教
科
書
に
当
然
載
せ
る
べ
き
重
要
人
物
だ
が
、
彼
の
存
在
は
、
文
化
が
京
都
や
江
戸
だ
け
で
な
く
、
日
本
各
地
で
湧
き
興
ろ
う
と
し
て
い
る
状
況
を
象
徴
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
地
域
的
な
重
層
性
こ
そ
は
、
泰
平
の
世
が
生
み
出
し
た
果
実
で
あ
ろ
う
。
　
で
は
十
八
世
紀
後
半
の
美
術
の
特
徴
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
少
し
前
の
教
科
書
に
は
「
文
化
の
東
漸
」
と
い
っ
た
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
た
。
文
化
の
中
心
が
西
の
上
方
か
ら
東
の
江
戸
に
移
行
し
た
、
と
い
う
図
式
で
あ
る
。
確
か
に
江
戸
の
町
人
文
化
の
発
展
は
著
し
か
っ
た
が
、
そ
の
図
式
で
は
京
都
画
壇
の
活
況
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
　
十
八
世
紀
後
半
の
美
術
の
特
徴
を
考
え
る
際
に
、
尾
形
光
琳
と
伊
藤
若
冲
の
比
較
は
、有
効
な
視
座
を
与
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。尾
形
光
琳
は
享
保
元
年
（
一
七
一
六
）
に
京
都
で
没
し
た
が
、
そ
の
年
に
同
じ
京
都
に
生
を
受
け
た
の
が
伊
藤
若
冲
で
あ
る
。
光
琳
は
呉
服
商
、
若
冲
は
錦
小
路
の
青
物
問
屋
に
生
ま
れ
た
。
と
も
に
京
都
の
裕
福
な
家
庭
に
育
ち
、
若
い
こ
ろ
に
狩
野
派
の
門
を
た
た
い
て
い
る
。
花
鳥
画
に
類
す
る
画
題
が
第
一
レ
パ
ー
ト
リ
ー
だ
っ
た
点
も
共
通
す
る
。
よ
く
似
た
二
人
を
分
か
つ
も
の
は
何
か
。
　
光
琳
の
代
表
作
で
あ
る
《
燕
子
花
図
屏
風
》（
根
津
美
術
館
蔵
）
が
、
伊
勢
物
語
に
想
を
得
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
京
都
の
伝
統
文
化
に
ど
っ
ぷ
り
浸
か
っ
て
育
っ
た
光
琳
は
、
王
朝
文
化
の
最
終
ラ
ン
ナ
ー
と
呼
び
た
く
な
る
絵
師
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
若
冲
の
花
鳥
画
は
ま
さ
に
花
と
鳥
を
描
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、
王
朝
文
学
の
隠
し
味
な
ど
は
な
い
。
物
を
凝
視
し
て
リ
ア
ル
に
描
こ
う
と
す
る
態
度
は
、
明
や
清
の
新
し
い
中
国
画
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
　
新
し
い
中
国
文
化
の
移
入
は
、
承
応
3
年
（
一
六
五
四
）
に
来
日
し
た
中
国
僧
隠
元
が
黄
檗
宗
を
も
た
ら
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
そ
の
後
隠
元
が
万
治
3
年
（
一
六
六
〇
）
に
京
都
近
郊
の
宇
治
に
万
福
寺
を
開
い
た
こ
と
に
よ
り
、
黄
檗
文
化
は
京
都
の
人
々
の
身
近
な
も
の
と
な
っ
た
。
大
雅
が
幼
少
期
よ
り
万
福
寺
に
出
入
り
し
、
中
国
風
の
書
の
腕
前
で
神
童
と
呼
ば
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
伊
藤
若
冲
筆
《
動
植
綵
絵　
南
天
雄
鶏
図
》　
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
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て
い
る
。
　
十
八
世
紀
前
半
は
や
や
美
術
が
停
滞
し
た
時
代
の
よ
う
に
も
み
え
る
が
、
こ
の
時
期
に
宝
暦
〜
寛
政
期
の
開
花
の
基
礎
が
築
か
れ
た
。
中
国
人
画
家
沈
南
蘋
が
享
保
16
年
（
一
七
三
一
）
に
幕
府
の
招
き
で
来
日
し
、
清
代
の
文
化
の
第
二
波
が
打
ち
寄
せ
た
の
で
あ
る
。
南
蘋
は
長
崎
を
出
る
こ
と
な
く
二
年
ほ
ど
で
帰
国
し
た
が
、
彼
の
も
た
ら
し
た
新
し
い
リ
ア
ル
な
画
風
は
、
日
本
の
画
壇
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
　
二
〇
一
六
年
の
春
、
黄
檗
僧
鶴
亭
（
一
七
二
二
〜
八
六
）
の
大
規
模
な
展
覧
会
が
神
戸
市
立
博
物
館
で
開
か
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
鶴
亭
は
長
崎
で
南
蘋
の
直
弟
子
熊
斐
に
南
蘋
風
を
学
び
、
そ
の
後
黄
檗
と
い
う
経
路
で
上
方
の
画
壇
に
新
し
い
中
国
画
風
を
伝
え
た
絵
師
で
あ
る
。
今
回
の
展
覧
会
は
、
そ
の
果
た
し
た
役
割
の
大
き
さ
を
認
識
し
な
お
す
良
い
機
会
で
あ
っ
た
。
　
展
覧
会
を
ご
覧
に
な
っ
た
方
は
会
場
で
得
心
さ
れ
た
と
思
う
が
、
鶴
亭
の
画
風
は
墨
竹
の
よ
う
な
墨
戯
か
ら
、
濃
彩
を
用
い
た
写
実
画
風
ま
で
幅
が
広
い
。
前
者
は
い
わ
ゆ
る
文
人
画
の
系
譜
に
連
な
る
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
南
蘋
が
も
た
ら
し
た
リ
ア
リ
ズ
ム
を
受
け
継
い
で
い
る
。
両
者
の
違
い
は
、
写
意
と
写
実
と
い
う
言
葉
で
説
明
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
両
者
は
中
国
絵
画
史
の
異
な
る
文
脈
か
ら
生
ま
れ
た
対
照
的
と
も
見
え
る
ス
タ
イ
ル
だ
が
、
江
戸
時
代
に
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
た
新
し
い
ス
タ
イ
ル
と
い
う
点
で
は
共
通
し
て
い
た
。
鶴
亭
は
両
者
を
上
方
に
伝
え
た
の
で
あ
る
。
　
若
冲
に
せ
よ
、
大
雅
に
せ
よ
、
蕪
村
に
せ
よ
、
応
挙
に
せ
よ
、
こ
の
時
代
の
京
都
の
画
家
で
、
新
し
く
流
入
し
た
中
国
絵
画
の
影
響
を
受
け
て
い
な
い
者
は
い
な
い
。
若
冲
畢
生
の
大
作
《
動
植
綵
絵
》
三
十
幅
は
日
本
美
術
が
誇
る
金
字
塔
だ
が
、
そ
の
リ
ア
ル
な
描
写
の
技
は
、
黄
檗
を
介
し
て
の
南
蘋
風
の
学
習
な
く
し
て
生
ま
れ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
大
雅
の
大
ら
か
な
墨
戯
は
、
や
は
り
黄
檗
を
通
し
て
中
国
の
文
人
の
そ
れ
を
学
ん
だ
も
の
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
十
七
世
紀
後
半
か
ら
十
八
世
紀
前
半
に
か
け
て
は
明
清
の
新
し
い
画
風
を
受
け
入
れ
た
時
代
、
十
八
世
紀
後
半
は
そ
れ
を
自
家
薬
籠
中
の
も
の
に
し
て
、
新
た
な
日
本
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
築
い
た
時
代
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
宝
暦
か
ら
寛
政
に
い
た
る
京
都
画
壇
の
画
風
の
幅
広
さ
や
個
性
の
多
様
さ
は
、
学
ん
だ
明
清
画
の
多
様
さ
を
反
映
し
て
い
る
面
が
あ
る
。
　
そ
う
し
た
時
代
の
状
況
を
最
も
実
感
さ
せ
て
く
れ
る
絵
師
と
し
て
、
若
冲
と
同
い
年
の
与
謝
蕪
村
の
名
を
挙
げ
よ
う
。
例
え
ば
四
五
歳
で
あ
っ
た
宝
暦
10
年
（
一
七
六
〇
）
に
描
い
た
《
倣
米
南
宮
山
水
図
屏
風
》（
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
カ
ウ
ン
テ
ィ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
蔵
）
が
中
国
の
文
人
画
（
南
宗
画
）
を
学
ん
だ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
自
身
が
画
中
に
記
し
た
題
名
に
明
ら
か
で
あ
る
し
、
そ
の
三
年
後
に
描
い
た
《
野
馬
図
屏
風
》（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）
を
見
れ
ば
、
当
時
の
蕪
村
が
南
蘋
風
の
新
し
い
リ
ア
ル
な
表
現
を
取
り
入
れ
よ
う
と
懸
命
に
努
力
し
て
い
た
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。
　
そ
の
後
も
蕪
村
は
修
練
を
積
み
重
ね
、
大
雅
と
の
《
十
便
十
宜
図
》（
川
端
康
成
記
念
館
蔵
）
合
作
と
い
う
試
練
を
乗
り
越
え
て
、
徐
々
に
独
自
の
画
風
を
築
き
上
げ
た
。
六
三
歳
で
「
謝
寅
」
と
い
う
画
名
を
用
い
始
め
て
以
降
没
す
る
ま
で
の
五
年
間
の
画
業
は
、
様
々
な
明
清
画
か
ら
学
ん
だ
も
の
を
十
分
に
消
化
し
て
、
日
本
絵
画
史
の
到
達
点
と
い
う
表
現
が
決
し
て
大
げ
さ
で
は
な
い
ほ
ど
の
高
み
に
達
し
た
。
田
沼
時
代
の
安
永
7
年
（
一
七
七
八
）
か
ら
天
明
8
年
（
一
七
八
三
）
に
か
け
て
の
こ
と
で
あ
る
。
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《
南
画
の
問
題
》
　
明
清
画
に
倣
っ
た
絵
の
代
表
は
南
画
で
あ
る
。
こ
の
南
画
に
関
す
る
数
年
前
の
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
の
問
題
に
、
驚
い
た
こ
と
が
あ
る
。
　
二
〇
一
一
年
度
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
本
試
験
の
日
本
史
Ｂ
の
第
4
問
の
問
6
は
、近
世
の
文
化
に
関
す
る
正
誤
問
題
で
あ
っ
た
。そ
の
選
択
肢
ｃ
の
「
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
南
画
の
影
響
を
う
け
、
池
大
雅
ら
が
優
れ
た
文
人
画
を
残
し
た
」
と
い
う
文
を
読
ん
だ
と
き
、
筆
者
は
誤
答
と
判
断
し
た
の
だ
が
、
他
の
選
択
肢
の
正
誤
か
ら
判
断
す
る
と
、
こ
の
選
択
肢
ｃ
は
正
答
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
新
聞
に
発
表
さ
れ
た
模
範
解
答
も
、
こ
の
選
択
肢
を
正
答
と
し
て
い
た
。
　
南
画
や
文
人
画
に
関
し
て
は
言
葉
の
定
義
が
錯
綜
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
の
だ
が
、
私
の
理
解
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
記
せ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
　
古
代
中
国
に
お
い
て
絵
は
専
門
の
画
家
が
描
く
も
の
で
あ
っ
た
が
、
水
墨
画
の
発
達
に
伴
っ
て
、
日
ご
ろ
筆
で
文
章
を
書
い
て
い
る
知
識
人
が
素
朴
な
絵
を
描
く
ケ
ー
ス
が
増
え
て
く
る
。
宋
代
以
降
の
中
国
で
は
科
挙
に
合
格
し
た
知
的
エ
リ
ー
ト
が
政
治
の
実
権
を
握
り
、
土
地
な
ど
の
資
産
を
増
や
し
始
め
る
。
士
大
夫
と
呼
ば
れ
た
彼
ら
の
中
に
は
詩
書
画
に
優
れ
る
者
が
多
く
、
文
人
と
呼
ば
れ
た
。
彼
ら
文
人
の
絵
は
職
業
的
な
宮
廷
画
家
の
精
巧
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
駆
使
す
る
も
の
と
は
異
な
り
、
緩
や
か
な
線
を
引
き
重
ね
た
や
わ
ら
か
い
印
象
の
も
の
が
多
か
っ
た
。
文
人
を
自
認
し
て
い
た
明
代
後
期
の
董
其
昌
は
、
中
国
絵
画
史
を
整
理
し
て
文
人
画
の
系
譜
を
明
ら
か
に
し
、
禅
に
お
け
る
北
宗
禅
と
南
宗
禅
に
な
ぞ
ら
え
て
、
職
業
画
家
の
絵
を
北
宗
画
、
文
人
の
絵
を
南
宗
画
と
呼
び
分
け
、
南
宗
画
が
北
宗
画
に
勝
る
と
し
た
。
　
日
本
で
受
容
し
て
き
た
宋
元
画
は
ほ
と
ん
ど
董
其
昌
い
う
と
こ
ろ
の
北
宗
画
で
あ
っ
た
が
、
江
戸
時
代
に
『
芥
子
園
画
伝
』
な
ど
の
中
国
で
刊
行
さ
れ
た
絵
手
本
や
、
中
国
の
職
業
画
家
が
描
い
た
南
宗
画
ス
タ
イ
ル
の
絵
が
輸
入
さ
れ
て
、
南
宗
画
と
い
う
も
の
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
祇
園
南
海
や
柳
沢
淇
園
の
よ
う
な
知
的
な
武
士
は
、
文
人
画
と
い
う
理
念
に
あ
こ
が
れ
て
、
南
宗
画
風
の
絵
を
描
き
始
め
た
。
そ
う
し
た
流
れ
は
職
業
画
家
で
あ
る
池
大
雅
や
与
謝
蕪
村
ら
に
広
ま
り
、
中
国
の
南
宗
画
風
の
緩
や
か
な
描
線
で
描
く
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
絵
が
流
行
す
る
。
大
雅
や
蕪
村
ら
が
手
本
と
し
た
の
が
版
本
の
絵
手
本
や
二
流
品
の
南
宗
画
で
あ
っ
た
ゆ
え
に
、
彼
ら
は
そ
れ
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
独
自
の
発
想
で
自
由
で
の
び
や
か
な
絵
を
描
く
こ
と
が
で
き
た
。
　
蕪
村
に
つ
い
て
は
先
に
触
れ
た
よ
う
に
南
蘋
風
も
と
り
入
れ
て
い
る
が
、
緻
密
な
南
蘋
風
と
ゆ
る
い
南
宗
画
風
は
別
物
で
あ
る
。
た
だ
南
宗
画
風
も
南
蘋
風
も
、
中
国
か
ら
や
っ
て
き
た
最
新
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
点
は
共
通
し
、
彼
ら
に
と
っ
て
は
そ
の
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
た
。
後
に
彼
ら
の
絵
を
中
国
の
南
宗
画
と
区
別
し
て
南
画
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
る
が
、
南
画
は
日
本
独
自
の
ジ
ャ
ン
ル
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
ち
な
み
に
文
人
画
と
い
う
概
念
は
描
き
手
の
立
場
に
関
わ
り
、
南
宗
画
と
い
う
概
念
は
絵
の
ス
タ
イ
ル
に
関
わ
る
が
、
両
者
は
重
な
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
の
で
、
し
ば
し
ば
混
同
さ
れ
た
。
　
以
上
を
こ
の
セ
ン
タ
ー
試
験
の
問
題
に
即
し
て
整
理
す
れ
ば
、
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
の
は
文
人
画
と
い
う
理
念
と
、
絵
手
本
や
二
流
品
の
南
宗
画
で
あ
っ
て
、
南
画
で
は
な
い
。
池
大
雅
ら
は
職
業
的
な
絵
師
で
あ
っ
て
文
人
と
呼
ぶ
の
は
問
題
が
あ
る
。
し
か
も
大
雅
は
様
々
な
画
風
に
挑
戦
し
て
お
り
、
南
宗
画
風
ば
か
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り
で
な
く
、
西
洋
画
風
ま
で
描
い
て
い
る
。
従
っ
て
大
雅
の
絵
を
一
律
に
文
人
画
と
呼
ぶ
わ
け
に
は
い
か
な
い
。問
題
文
を
正
答
と
し
て
書
き
直
す
な
ら
、「
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
南
宗
画
、
あ
る
い
は
文
人
画
の
理
念
の
影
響
を
受
け
、
池
大
雅
ら
が
優
れ
た
南
画
を
残
し
た
」
と
す
べ
き
で
あ
る
。
　
こ
の
出
題
に
疑
念
を
抱
い
た
筆
者
は
す
ぐ
に
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
に
質
問
状
を
送
っ
た
が
、
後
日
却
っ
て
き
た
回
答
は
、
教
科
書
に
書
い
て
あ
る
通
り
な
の
で
問
題
に
不
都
合
は
な
い
、
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
早
速
教
科
書
を
確
認
す
る
と
、『
詳
説
』
に
は
「
明
や
清
の
影
響
を
受
け
た
画
風
も
お
こ
り
、
文
人
画
と
も
呼
ば
れ
て
一
部
の
知
識
人
に
好
ま
れ
た
。
18
世
紀
後
半
の
池
大
雅
や
蕪
村
が
こ
の
画
風
を
大
成
し
た
」
と
本
文
に
あ
り
、
欄
外
に
「
文
人
画
と
は
専
門
の
画
家
で
な
い
文
人
・
学
者
が
描
い
た
絵
の
こ
と
で
、
中
国
の
南
画
が
文
人
・
学
者
に
よ
っ
て
描
か
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
、
日
本
で
も
同
じ
意
味
に
用
い
ら
れ
た
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
「
中
国
の
南
画
が
日
本
に
伝
わ
っ
て
、
文
人
画
が
描
か
れ
た
」
と
解
釈
で
き
る
記
述
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
記
述
で
は
、
大
雅
や
蕪
村
が
中
国
で
い
う
文
人
な
の
か
、
職
業
的
な
画
家
な
の
か
は
判
断
で
き
な
い
。
　
つ
い
で
に
述
べ
て
お
け
ば
、
こ
の
記
述
は
中
国
か
ら
流
入
し
た
画
風
を
文
人
画
に
限
定
し
て
お
り
、
南
蘋
風
の
流
入
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
南
蘋
風
の
流
入
は
十
八
世
紀
後
半
の
京
都
画
壇
を
考
え
る
上
で
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
そ
の
認
識
の
欠
如
が
、
若
冲
の
無
視
に
つ
な
が
る
の
だ
ろ
う
（
後
述
）。
　
セ
ン
タ
ー
試
験
の
問
題
に
か
か
わ
る
南
画
の
記
述
の
検
討
に
立
ち
返
る
と
、
東
京
書
籍
の
『
日
本
史
Ｂ
』（
二
〇
一
二
年
版
）
は
か
な
り
簡
略
な
記
述
で
、「
南
画
（
文
人
画
）
も
江
戸
に
伝
播
し
て
写
生
の
要
素
が
大
き
く
な
り
、
谷
文
晁
や
渡
辺
崋
山
、
田
能
村
竹
田
が
出
た
」
と
記
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
記
述
内
容
に
明
確
な
誤
り
は
な
い
が
、
そ
も
そ
も
南
画
の
大
成
者
で
あ
る
大
雅
や
蕪
村
へ
の
言
及
は
な
く
、
こ
の
記
述
だ
け
で
先
の
問
題
の
正
答
に
た
ど
り
着
く
の
は
難
し
い
。
　
三
省
堂
の
『
日
本
史
Ｂ
改
訂
版
』（
二
〇
一
一
年
版
）
は
、「
絵
画
で
は
、
漢
詩
文
的
素
養
と
中
国
南
画
の
画
法
を
基
礎
に
し
た
個
性
豊
か
な
文
人
画
が
生
ま
れ
た
。
池
大
雅
や
与
謝
蕪
村
は
、
中
国
南
画
の
画
法
に
、
伝
統
的
な
画
法
や
西
欧
的
な
遠
近
法
も
と
り
入
れ
た
独
特
の
画
風
を
創
造
し
た
」
と
記
し
て
い
る
。
中
国
風
の
音
楽
や
漢
詩
文
に
通
じ
た
浦
上
玉
堂
や
田
能
村
竹
田
ら
の
南
画
第
三
世
代
は
文
人
と
呼
ん
で
も
そ
れ
ほ
ど
違
和
感
は
な
い
の
で
、
前
半
の
文
は
間
違
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
後
半
の
記
述
は
な
か
な
か
的
確
で
、
南
画
の
本
質
を
よ
く
説
明
し
て
い
る
が
、
中
国
南
画
と
い
う
言
い
方
は
問
題
で
あ
る
。
前
半
と
後
半
で
文
を
二
つ
に
分
け
た
の
は
、
職
業
画
家
で
あ
る
大
雅
や
蕪
村
は
文
人
で
は
な
い
と
い
う
予
想
さ
れ
る
追
及
を
、
あ
ら
か
じ
め
緩
和
し
た
弥
縫
策
か
も
し
れ
な
い
。
　
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
の
出
題
は
そ
れ
自
体
と
し
て
は
明
ら
か
な
ミ
ス
と
言
う
べ
き
だ
が
、
セ
ン
タ
ー
が
言
う
よ
う
に
、
教
科
書
に
準
拠
し
て
い
る
以
上
、
大
学
入
試
問
題
と
し
て
は
ミ
ス
と
は
言
え
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
教
科
書
の
責
任
は
重
い
。
筆
者
が
調
べ
た
歴
代
の
教
科
書
で
、
南
画
を
過
不
足
な
く
的
確
に
説
明
し
て
い
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
今
後
正
確
な
記
述
に
改
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
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《
化
政
期
は
庶
民
的
な
美
術
の
ピ
ー
ク
か
？
》
　
江
戸
時
代
は
他
の
時
代
に
比
べ
て
教
科
書
の
文
化
面
の
記
述
量
が
そ
も
そ
も
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
江
戸
時
代
は
豊
か
な
文
化
が
育
ま
れ
た
時
代
で
あ
り
、
文
化
の
記
述
が
増
え
る
の
は
当
然
で
も
あ
る
が
、
教
科
書
を
執
筆
さ
れ
る
歴
史
家
の
方
々
に
は
、
江
戸
時
代
は
比
較
的
平
和
な
時
代
で
あ
り
、
文
化
は
平
和
な
時
代
に
こ
そ
栄
え
る
、
と
い
う
認
識
が
あ
る
よ
う
に
も
感
じ
る
。
　
元
禄
年
間
も
化
政
年
間
も
、
美
術
に
関
し
て
は
さ
ほ
ど
充
実
し
た
時
期
と
は
言
え
な
い
の
だ
が
、
そ
れ
が
文
化
の
時
代
と
さ
れ
た
の
は
、
う
が
っ
た
見
方
を
す
れ
ば
、
政
治
上
の
動
き
の
少
な
い
時
代
で
あ
る
故
に
、
文
化
以
外
に
書
き
と
ど
め
る
べ
き
目
立
っ
た
事
象
が
少
な
か
っ
た
、
と
い
う
単
純
な
理
由
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
　
室
町
時
代
に
つ
い
て
は
前
稿
（
一
）
で
述
べ
た
が
、
江
戸
時
代
に
比
べ
れ
ば
戦
乱
に
明
け
暮
れ
た
不
安
定
な
時
代
で
あ
る
。
と
り
わ
け
義
政
の
治
世
の
後
半
は
応
仁
の
乱
が
勃
発
し
た
混
乱
期
で
あ
る
が
、
早
く
か
ら
優
れ
た
文
化
を
生
ん
だ
時
代
と
み
な
さ
れ
て
お
り
、「
東
山
時
代
（
東
山
文
化
）」
の
呼
称
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
ほ
ぼ
同
じ
頃
、
遠
く
離
れ
た
イ
タ
リ
ア
の
地
で
は
ル
ネ
サ
ン
ス
の
花
が
開
こ
う
と
し
て
い
た
が
、
や
は
り
政
治
的
に
混
乱
し
た
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
は
興
味
深
い
。
文
化
は
泰
平
の
時
代
に
の
み
栄
え
る
わ
け
で
は
な
い
。
　
ど
の
日
本
史
教
科
書
を
開
い
て
も
、
二
五
〇
年
以
上
も
続
い
た
江
戸
時
代
、
中
で
も
元
禄
年
間
（
一
六
八
八
〜
一
七
〇
四
）
と
文
化
文
政
年
間
（
一
八
〇
四
〜
三
〇
）
は
、
安
定
し
た
社
会
が
続
い
た
泰
平
の
世
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
の
文
化
は
、《
元
禄
文
化
》
と
《
化
政
文
化
》
と
い
う
特
別
な
呼
称
が
与
え
ら
れ
て
、
文
化
的
に
も
ピ
ー
ク
で
あ
る
と
書
か
れ
続
け
て
き
た
。
近
世
の
中
で
も
と
り
わ
け
平
穏
な
時
期
で
あ
り
、
そ
う
し
た
環
境
下
で
庶
民
的
な
文
化
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
一
冊
に
ま
と
め
ら
れ
た
概
説
書
と
し
て
は
現
在
も
っ
と
も
よ
く
書
店
の
棚
で
見
か
け
る
『
概
論
日
本
歴
史
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）
は
、
文
化
文
政
年
間
に
家
元
制
度
、
遊
芸
、
出
版
、
参
詣
等
の
行
動
文
化
、
相
撲
と
い
っ
た
文
化
事
象
が
発
達
し
た
と
説
い
て
い
る
。
　
し
か
し
美
術
に
関
し
て
は
、
文
化
文
政
年
間
に
活
躍
し
た
絵
師
や
良
い
作
品
が
な
か
な
か
思
い
浮
か
ば
な
い
。
前
稿
で
触
れ
た
一
九
七
六
年
の
林
屋
辰
三
郎
編
『
化
政
文
化
の
研
究
』（
岩
波
書
店
）
に
は
美
術
史
か
ら
赤
井
達
郎
が
参
加
し
て
お
り
、「
浮
世
絵
に
お
け
る
化
政　
│
渓
斎
英
泉
│
」
と
い
う
論
考
を
寄
せ
て
い
る
。
渓
斎
英
泉
は
練
達
の
浮
世
絵
師
で
は
あ
る
が
、
教
科
書
に
載
せ
る
ほ
ど
の
ビ
ッ
グ
ネ
ー
ム
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
文
学
の
場
合
は
曲
亭
馬
琴
（
一
七
六
七
〜
一
八
四
八
）
や
式
亭
三
馬
（
一
七
七
六
〜
一
八
二
二
）、
小
林
一
茶
（
一
七
六
三
〜
一
八
二
八
）
な
ど
を
文
化
・
文
政
時
代
の
作
家
と
呼
べ
る
だ
ろ
う
が
、
美
術
に
関
し
て
は
意
外
に
不
作
な
の
で
あ
る
。
　
も
ち
ろ
ん
文
化
の
内
容
に
つ
い
て
考
え
て
お
く
必
要
は
あ
る
。
高
い
頂
点
を
持
つ
時
代
の
文
化
が
優
れ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
裾
野
が
広
が
っ
た
時
代
が
文
化
的
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
視
点
の
違
い
に
つ
い
て
で
あ
る
。
　
『
概
論
日
本
歴
史
』
の
「
近
世
後
期
の
文
化
」
の
項
に
は
、「
読
み
・
書
き
・
算
盤
と
い
っ
た
実
用
教
育
を
中
心
と
し
た
寺
子
屋
が
急
増
す
る
の
も
一
九
世
紀
初
め
の
文
化
・
文
政
期
の
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
寺
子
屋
が
平
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和
な
時
代
に
増
加
す
る
と
考
え
る
こ
と
に
無
理
は
な
い
し
、
そ
の
数
の
変
化
を
グ
ラ
フ
で
示
せ
る
と
し
た
ら
、
ピ
ー
ク
は
文
化
・
文
政
期
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
裾
野
の
広
が
り
と
い
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
さ
ほ
ど
高
い
ピ
ー
ク
は
生
み
出
し
て
い
な
い
と
し
て
も
、
文
化
が
栄
え
た
時
代
と
見
な
す
こ
と
は
で
き
る
。
　
ち
な
み
に
藩
校
の
レ
ベ
ル
に
な
る
と
開
設
さ
れ
た
数
を
割
り
出
す
こ
と
は
可
能
で
あ
る
よ
う
で
、『
日
本
の
近
世
13　
儒
学
・
国
学
・
洋
学
』（
頼
祺
一
編
、
中
央
公
論
社
、
一
九
九
三
年
）
の
「
4
．
儒
学
の
社
会
化
」（
執
筆
＝
小
島
康
敬
）
の
項
に
は
、
年
代
ご
と
の
藩
校
開
設
数
の
グ
ラ
フ
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
寛
政
か
ら
文
政
に
か
け
て
八
十
四
校
が
開
設
さ
れ
て
お
り
、
天
保
か
ら
慶
応
ま
で
の
六
十
三
校
を
押
さ
え
て
ト
ッ
プ
に
立
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
点
を
重
視
す
れ
ば
、
化
政
年
間
を
文
化
の
ピ
ー
ク
と
み
る
こ
と
も
可
能
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
　
近
世
を
否
定
し
て
成
立
し
た
明
治
期
に
は
、
江
戸
時
代
、
と
り
わ
け
そ
の
後
半
は
極
め
て
低
く
評
価
さ
れ
て
い
た
。
先
述
し
た
田
沼
時
代
な
ど
は
も
っ
と
も
見
下
さ
れ
て
い
た
時
代
で
あ
り
、
そ
の
時
代
の
文
化
が
正
当
に
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
に
は
、
か
な
り
の
年
月
が
必
要
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
寛
政
年
間
と
天
保
年
間
に
つ
い
て
は
幕
府
が
改
革
を
断
行
し
た
時
期
と
い
う
印
象
が
強
く
、
文
化
は
弾
圧
さ
れ
て
低
調
だ
っ
た
と
見
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
　
し
か
し
写
楽
や
歌
麿
は
間
違
い
な
く
寛
政
年
間
の
絵
師
で
あ
る
し
、
北
斎
の
《
富
嶽
三
十
六
景
》
や
広
重
の
《
東
海
道
五
十
三
次
》
は
天
保
年
間
に
描
か
れ
て
い
る
。
鬼
才
国
芳
は
天
保
の
改
革
を
逆
手
に
と
る
よ
う
な
批
判
精
神
に
あ
ふ
れ
た
傑
作
を
描
い
て
、
江
戸
市
中
の
評
判
を
と
っ
た
。
二
つ
の
改
革
期
に
挟
ま
れ
た
文
化
文
政
年
間
に
目
立
っ
た
傑
作
が
少
な
い
こ
と
を
思
え
ば
、
高
い
ピ
ー
ク
を
生
み
出
し
た
こ
の
改
革
期
は
、
む
し
ろ
文
化
的
で
あ
っ
た
と
言
え
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
寛
政
文
化
や
天
保
文
化
と
い
っ
た
呼
称
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
　
後
期
浮
世
絵
の
ピ
ー
ク
は
、
北
斎
が
《
富
嶽
三
十
六
景
》
を
ヒ
ッ
ト
さ
せ
、
広
重
が
《
東
海
道
五
十
三
次
》
で
こ
れ
に
続
い
た
天
保
年
間
で
は
な
か
ろ
う
か
。
筆
者
は
東
京
近
郊
の
絵
馬
を
調
査
し
て
回
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
天
保
期
か
ら
安
政
期
に
か
け
て
が
ピ
ー
ク
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
幟
旗
研
究
の
第
一
人
者
の
北
村
勝
史
氏
に
幟
旗
制
作
の
盛
衰
に
つ
い
て
う
か
が
っ
た
と
こ
ろ
、
や
は
り
天
保
期
が
ピ
ー
ク
で
は
な
い
か
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
。
　
江
戸
文
化
研
究
の
泰
斗
西
山
松
之
助
は
、「
嘉
永
文
化
」
を
提
唱
し
て
い
る
。
西
山
の
「
嘉
永
文
化
試
論
」（『
日
本
常
民
文
化
紀
要
』
7
号
、
一
九
八
一
年
）
は
朝
顔
栽
培
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
ユ
ニ
ー
ク
な
論
だ
が
、
遊
芸
・
茶
の
湯
・
音
楽
・
生
け
花
・
園
芸
な
ど
の
文
化
事
象
に
精
通
し
た
論
者
で
あ
る
だ
け
に
、
な
か
な
か
説
得
力
が
あ
る
。
西
山
は
別
の
論
考
で
、「
嘉
永
文
化
と
い
う
呼
び
方
は
、
お
そ
ら
く
私
が
は
じ
め
て
論
じ
た
の
だ
と
思
う
が
、（
中
略
）
以
来
私
は
、
天
保
改
革
以
降
、
開
港
に
よ
る
海
外
と
の
貿
易
が
始
ま
る
ま
で
の
、
弘
化
・
嘉
永
・
安
政
初
期
の
時
代
を
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
手
作
り
文
化
の
あ
ら
ゆ
る
面
に
お
け
る
最
も
高
度
で
か
つ
広
汎
に
展
開
し
た
時
代
と
考
え
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
嘉
永
文
化
と
し
て
、
そ
の
こ
と
の
論
証
に
力
を
尽
く
し
て
き
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
、「
嘉
永
文
化
」
が
単
に
嘉
永
年
間
（
一
八
四
八
〜
五
四
）
の
文
化
に
限
定
し
た
用
語
で
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
西
山
の
嘉
永
文
化
論
は
、
十
九
世
紀
以
降
の
江
戸
時
代
後
期
の
文
化
的
ピ
ー
ク
に
つ
い
て
は
な
90
お
検
討
の
余
地
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
《
教
科
書
掲
載
作
品
の
検
討
》
　
中
学
や
高
校
の
生
徒
に
と
っ
て
教
科
書
は
大
き
な
存
在
で
あ
る
。
教
科
書
に
載
っ
て
い
る
作
品
は
、
無
条
件
に
す
ぐ
れ
た
作
品
と
し
て
脳
裏
に
イ
ン
プ
ッ
ト
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。
す
く
な
く
と
も
教
科
書
に
載
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
イ
ン
プ
ッ
ト
さ
れ
よ
う
も
な
い
。
そ
う
し
た
意
味
に
お
い
て
、
教
科
書
掲
載
作
品
の
選
択
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
以
下
で
は
こ
れ
ま
で
議
論
し
て
き
た
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
に
絞
っ
て
、
現
在
の
日
本
史
教
科
書
が
掲
載
し
て
い
る
作
品
に
つ
い
て
、
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。
　
こ
こ
で
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
作
品
の
価
値
判
断
に
関
し
て
は
美
術
史
研
究
者
そ
れ
ぞ
れ
が
違
う
物
差
し
を
持
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
よ
い
だ
け
に
、
客
観
的
な
判
断
が
難
し
い
こ
と
で
あ
る
。
　
そ
こ
で
あ
る
程
度
の
客
観
性
を
担
保
す
る
た
め
に
、
教
科
書
と
さ
ほ
ど
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
変
わ
ら
ぬ
コ
ン
パ
ク
ト
な
概
説
書
で
あ
り
、
現
在
も
ト
ッ
プ
セ
ラ
ー
を
維
持
し
て
い
る
『
カ
ラ
ー
版
日
本
美
術
史
』（
美
術
出
版
社
、
増
補
新
装
初
版
二
〇
〇
三
年
）
を
現
在
の
美
術
史
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
見
て
、
こ
の
概
説
書
が
図
版
に
採
用
し
て
い
る
絵
画
作
品
と
、
最
新
版
の
『
詳
説
』
が
各
項
目
の
一
覧
表
に
載
せ
て
い
る
も
の
を
比
較
検
討
し
て
み
よ
う
。
上
段
が
最
新
版
『
詳
説
』
所
載
、
下
段
が
『
カ
ラ
ー
版
日
本
美
術
史
』
所
載
の
作
品
で
あ
る
。
（
室
町
時
代
の
文
化
）
寒
山
図
（
可
翁
）
妙
心
寺
退
蔵
院
瓢
鮎
図
（
如
拙
） 
瓢
鮎
図
（
如
拙
）
寒
山
拾
得
図
（
伝
周
文
）
四
季
山
水
図
巻
〔
山
水
長
巻
〕（
雪
舟
）
秋
冬
山
水
図
（
雪
舟
） 
秋
冬
山
水
図
（
雪
舟
）
天
橋
立
図
（
雪
舟
） 
天
橋
立
図
（
雪
舟
）
周
茂
叔
愛
蓮
図
（
狩
野
正
信
）
大
徳
寺
大
仙
院
花
鳥
図
（
狩
野
元
信
） 
四
季
花
鳥
図
襖
（
狩
野
元
信
）
 
達
磨
・
蝦
蟇
・
鉄
拐
図
（
明
兆
）
 
春
屋
妙
葩
像
（
明
兆
）
 
柴
門
新
月
図
 
観
瀑
図
（
芸
阿
弥
）
 
瀟
湘
八
景
図
襖
（
相
阿
弥
）
 
竹
石
白
鶴
図
屏
風
（
伝
狩
野
元
信
）
 
清
水
寺
縁
起
絵
巻
（
土
佐
光
信
）
 
浜
松
図
屏
風
 
四
季
花
木
図
屏
風
 
お
よ
う
の
尼
絵
巻
 
山
水
図
扇
面
 
自
画
像
（
雪
村
）
　
ま
ず
室
町
時
代
に
つ
い
て
は
、『
詳
説
』
は
一
覧
表
に
8
作
品
を
掲
げ
、
う
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ち
半
分
の
4
点
を
図
版
と
し
て
掲
載
、
対
し
て
『
カ
ラ
ー
版
日
本
美
術
史
』
は
16
点
を
掲
載
し
て
い
る
。
一
見
し
て
両
者
と
も
雪
舟
作
品
が
目
立
つ
。
と
も
に
《
秋
冬
山
水
図
（
冬
景
）》
と
《
天
橋
立
図
》
を
図
版
に
取
り
上
げ
、『
詳
説
』
は
《
山
水
長
巻
》
も
一
覧
表
に
載
せ
て
い
る
。
　
如
拙
の
《
瓢
鮎
図
》
と
狩
野
元
信
の
大
仙
院
の
襖
絵
も
、
両
者
と
も
に
図
版
に
取
り
上
げ
て
い
る
。
如
拙
の
《
瓢
鮎
図
》
は
筆
者
に
は
そ
れ
ほ
ど
の
名
画
と
は
思
え
な
い
の
だ
が
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
教
科
書
や
美
術
史
の
概
説
書
が
図
版
に
取
り
上
げ
て
い
る
。
高
名
な
如
拙
の
数
少
な
い
真
筆
で
あ
る
こ
と
と
、
禅
僧
に
よ
る
詩
文
が
多
数
書
き
添
え
ら
れ
た
い
か
に
も
室
町
時
代
の
禅
宗
文
化
に
根
差
し
た
作
品
（
詩
画
軸
）
で
あ
る
こ
と
が
、
昔
か
ら
評
価
さ
れ
て
き
た
理
由
と
考
え
ら
れ
る
。
　
『
詳
説
』
が
一
覧
表
に
載
せ
る
の
に
、『
カ
ラ
ー
版
日
本
美
術
史
』
が
図
版
に
取
り
上
げ
て
い
な
い
の
が
、
可
翁
筆
《
寒
山
図
》
と
伝
周
文
筆
《
寒
山
拾
得
図
》
で
あ
る
。
と
も
に
室
町
水
墨
画
の
専
門
家
で
な
け
れ
ば
す
ぐ
に
は
思
い
出
せ
な
い
よ
う
な
渋
い
作
品
で
あ
る
。
近
年
の
美
術
全
集
で
は
、
室
町
時
代
の
絵
画
作
品
に
占
め
る
大
和
絵
の
割
合
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
両
作
品
と
も
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。『
詳
説
』
で
は
古
臭
い
作
品
選
定
が
墨
守
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
　
逆
に
『
詳
説
』
の
一
覧
表
に
は
名
前
が
な
い
が
、『
カ
ラ
ー
版
日
本
美
術
史
』
が
図
版
を
載
せ
て
い
る
作
品
に
、
水
墨
系
作
品
と
し
て
は
阿
弥
派
の
2
点
と
雪
村
の
自
画
像
、
そ
れ
に
2
点
の
大
和
絵
屏
風
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
教
科
書
に
図
版
が
載
せ
ら
れ
る
べ
き
優
れ
た
作
品
で
あ
る
。
水
墨
系
作
品
の
優
遇
は
と
も
か
く
、
大
和
絵
系
作
品
の
冷
遇
を
見
れ
ば
、
教
科
書
は
近
年
の
美
術
史
研
究
の
動
向
を
反
映
し
て
い
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
　
蛇
足
だ
が
、《
お
よ
う
の
あ
ま
絵
巻
》
は
大
和
絵
系
の
中
で
も
筆
者
が
素
朴
絵
と
呼
ぶ
作
品
で
あ
る
（『
日
本
の
素
朴
絵
』
ピ
エ
・
ブ
ッ
ク
ス
、二
〇
一
一
年
）。
素
朴
絵
と
は
リ
ア
リ
ズ
ム
に
こ
だ
わ
ら
ぬ
お
お
ら
か
な
絵
を
言
い
、
そ
の
よ
う
な
作
品
が
連
綿
と
描
か
れ
て
き
た
こ
と
は
日
本
美
術
の
大
き
な
特
色
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
が
、
ま
だ
素
朴
絵
の
一
般
の
認
知
度
は
低
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
代
表
的
な
素
朴
絵
で
あ
る
こ
の
絵
巻
を
、
貴
重
な
図
版
に
割
り
当
て
た
『
カ
ラ
ー
版
日
本
美
術
史
』
担
当
者
の
見
識
に
敬
意
を
表
し
た
い
。
（
桃
山
文
化
）
洛
中
洛
外
図
屏
風
（
狩
野
永
徳
） 
洛
中
洛
外
図
屏
風
唐
獅
子
図
屏
風
（
狩
野
永
徳
） 
唐
獅
子
図
屏
風
（
狩
野
永
徳
）
檜
図
屏
風
（
狩
野
永
徳
）
 
聚
光
院
花
鳥
図
襖
（
狩
野
永
徳
）
松
鷹
図
（
狩
野
山
楽
）
智
積
院
襖
絵（
楓
図
）（
伝
長
谷
川
等
伯
） 
楓
図
襖
（
長
谷
川
等
伯
）
松
林
図
屏
風
（
長
谷
川
等
伯
） 
松
林
図
屏
風
（
長
谷
川
等
伯
）
山
水
図
屏
風
（
海
北
友
松
）
職
人
尽
図
屏
風
（
狩
野
吉
信
）
花
下
遊
楽
図
屏
風
（
狩
野
長
信
）
高
雄
観
楓
図
屏
風
（
狩
野
秀
頼
）
南
蛮
屏
風 
南
蛮
屏
風
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（
寛
永
期
の
文
化
）
風
神
雷
神
図
屏
風
（
俵
屋
宗
達
） 
風
神
雷
神
図
屏
風
（
俵
屋
宗
達
）
 
鶴
図
下
絵
和
歌
巻
（
俵
屋
宗
達
）
大
徳
寺
方
丈
襖
絵
（
狩
野
探
幽
）
 
二
条
城
襖
（
狩
野
探
幽
）
彦
根
屏
風 
彦
根
屏
風
夕
顔
棚
納
涼
図
（
久
隅
守
景
） 
夕
顔
棚
納
涼
図
（
久
隅
守
景
）
 
雪
汀
水
禽
図
屏
風
（
狩
野
山
雪
）
 
浄
瑠
璃
物
語
絵
巻
（
岩
佐
又
兵
衛
）
 
 
舟
木
本
洛
中
洛
外
図
屏
風
（
岩
佐
又
兵
衛
）
 
四
条
河
原
遊
楽
図
屏
風
 
泰
正
王
侯
騎
馬
図
屏
風
　
次
に
桃
山
文
化
と
寛
永
期
の
文
化
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
よ
う
。『
詳
説
』
は
両
者
を
分
割
し
て
い
る
が
、『
カ
ラ
ー
版
日
本
美
術
史
』
は
《
桃
山
・
江
戸
Ⅰ
》
と
い
う
項
目
で
一
括
し
て
い
る
。
　
ま
ず
桃
山
文
化
に
つ
い
て
は
、『
詳
説
』
が
11
点
を
リ
ス
ト
に
掲
げ
、
う
ち
4
点
を
図
版
に
取
り
上
げ
て
い
る
の
に
対
し
、『
カ
ラ
ー
版
日
本
美
術
史
』
は
6
点
の
掲
載
に
と
ど
め
て
い
る
。『
詳
説
』
が
桃
山
文
化
に
重
き
を
置
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
両
者
が
と
も
に
図
版
に
取
り
上
げ
る
の
は
永
徳
の
《
唐
獅
子
図
屏
風
》
と
《
洛
中
洛
外
図
屏
風
》、
そ
れ
に
長
谷
川
等
伯
の
《
松
林
図
屏
風
》
の
3
作
品
で
、
い
ず
れ
も
日
本
美
術
を
代
表
す
る
名
品
で
あ
る
。
南
蛮
屏
風
も
両
者
と
も
に
取
り
上
げ
て
い
る
が
、『
詳
説
』
を
は
じ
め
と
す
る
教
科
書
が
掲
載
す
る
の
は
南
蛮
人
が
登
場
す
る
場
面
の
部
分
図
で
あ
り
、
美
術
作
品
と
し
て
で
は
な
く
、
歴
史
資
料
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
　
『
詳
説
』
が
リ
ス
ト
に
載
せ
る
の
に
『
カ
ラ
ー
版
日
本
美
術
史
』
が
取
り
上
げ
て
い
な
い
作
品
に
、
狩
野
山
楽
筆
《
松
鷹
図
》
や
海
北
友
松
筆
《
山
水
図
屏
風
》
が
あ
る
。
山
楽
は
昔
か
ら
永
徳
と
並
ぶ
名
手
と
し
て
名
高
い
が
、
岩
佐
又
兵
衛
を
割
愛
し
て
ま
で
載
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
ど
う
か
、
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
海
北
友
松
も
重
要
な
絵
師
で
は
あ
る
が
、
図
版
の
掲
載
な
し
に
一
覧
表
に
「
山
水
図
」
と
い
う
作
品
名
だ
け
を
載
せ
る
こ
と
に
ど
れ
ほ
ど
の
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
世
の
中
に
山
水
図
屏
風
な
る
も
の
は
数
え
切
れ
ぬ
ほ
ど
存
在
す
る
の
で
、
受
験
生
が
《
海
北
友
松
筆
山
水
図
屏
風
》
と
暗
記
し
た
と
こ
ろ
で
、
何
の
意
味
も
な
い
だ
ろ
う
。
　
江
戸
時
代
初
期
に
つ
い
て
は
、『
詳
説
』
よ
り
も
『
カ
ラ
ー
版
日
本
美
術
史
』
の
方
が
手
厚
い
。
注
目
さ
れ
る
の
は
狩
野
山
雪
筆
の
《
雪
汀
水
禽
図
屏
風
》
と
岩
佐
又
兵
衛
の
《
浄
瑠
璃
物
語
絵
巻
》、
そ
れ
に
舟
木
本
《
洛
中
洛
外
図
屏
風
》
で
あ
る
。
　
狩
野
山
雪
の
屏
風
は
文
句
な
し
の
名
作
で
あ
る
が
、『
詳
説
』
に
は
記
載
が
な
く
、
ま
だ
国
宝
に
も
指
定
さ
れ
て
い
な
い
。
山
雪
は
江
戸
に
拠
点
を
移
し
て
江
戸
幕
府
の
御
用
を
務
め
た
探
幽
一
門
と
袂
を
分
か
ち
、
京
都
に
居
残
っ
て
制
作
を
つ
づ
け
た
京
狩
野
を
代
表
す
る
絵
師
で
あ
る
が
、
ま
さ
に
そ
の
こ
と
が
、
日
本
史
教
科
書
に
軽
ん
じ
ら
れ
た
理
由
か
も
し
れ
な
い
。
　
岩
佐
又
兵
衛
に
つ
い
て
は
前
稿
（
一
）
で
触
れ
た
が
、
そ
の
実
像
の
解
明
は
現
在
も
進
行
中
で
あ
っ
て
、
舟
木
本
《
洛
中
洛
外
図
屏
風
》
を
又
兵
衛
筆
と
見
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る
こ
と
に
、
よ
う
や
く
研
究
者
間
の
合
意
が
出
来
つ
つ
あ
る
段
階
で
あ
る
。
浮
世
絵
の
元
祖
と
目
さ
れ
る
よ
う
な
風
俗
図
屏
風
か
ら
、
緻
密
に
描
き
込
ん
だ
濃
彩
の
豪
華
絵
巻
群
ま
で
を
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
し
た
又
兵
衛
は
、
宗
達
と
並
ぶ
江
戸
初
期
画
壇
の
双
璧
で
あ
り
、
近
年
の
美
術
全
集
が
多
く
の
ペ
ー
ジ
を
割
り
当
て
る
ス
タ
ー
絵
師
で
あ
る
。
日
本
史
教
科
書
が
そ
の
名
を
載
せ
る
日
も
そ
う
遠
く
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
（
元
禄
文
化
）
紅
白
梅
図
屏
風
（
尾
形
光
琳
）
燕
子
花
図
屏
風
（
尾
形
光
琳
） 
燕
子
花
図
（
尾
形
光
琳
）
見
返
り
美
人
図
（
菱
川
師
宣
） 
見
返
り
美
人
（
菱
川
師
宣
）
洛
中
洛
外
図
巻
（
住
吉
具
慶
）
 
花
籠
図
（
尾
形
乾
山
）
 
八
千
代
太
夫
図
 
竹
抜
き
五
郎
（
鳥
居
清
長
）
　
元
禄
文
化
に
つ
い
て
は
、『
詳
説
』
が
一
覧
表
に
挙
げ
る
の
は
4
点
の
み
、
『
カ
ラ
ー
版
日
本
美
術
史
』
が
5
点
の
掲
載
と
両
者
と
も
少
な
い
。『
詳
説
』
の
一
覧
表
は
こ
の
4
点
の
絵
画
の
次
に
工
芸
作
品
も
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
お
り
、
光
琳
の
《
八
橋
蒔
絵
螺
鈿
硯
箱
》
と
、《
色
絵
吉
野
山
図
茶
壺
》、《
色
絵
藤
花
文
茶
壺
》、《
色
絵
月
梅
文
茶
壺
》
と
3
点
も
の
野
々
村
仁
清
作
品
を
掲
載
し
て
い
る
。
3
作
品
の
掲
載
は
雪
舟
や
永
徳
と
同
格
で
あ
り
、
す
べ
て
茶
壺
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
仁
清
は
驚
く
べ
き
厚
遇
を
受
け
て
い
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
元
禄
時
代
に
は
他
に
掲
載
す
べ
き
美
術
作
品
が
見
あ
た
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
幾
度
か
言
及
し
て
い
る
よ
う
に
、
元
禄
時
代
は
必
ず
し
も
美
術
史
の
ピ
ー
ク
で
は
な
か
っ
た
。
　
菱
川
師
宣
の
《
見
返
り
美
人
図
》
は
、
如
拙
の
《
瓢
鮎
図
》
と
同
様
に
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
教
科
書
や
美
術
史
概
説
書
が
取
り
上
げ
る
有
名
作
品
で
あ
る
が
、
筆
者
に
は
や
は
り
そ
れ
ほ
ど
の
名
画
と
は
思
え
な
い
。
師
宣
の
画
業
は
一
点
制
作
の
《
見
返
り
美
人
図
》
よ
り
、
木
版
で
大
量
に
刷
ら
れ
た
商
業
ベ
ー
ス
の
安
価
な
版
画
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
そ
の
大
半
は
春
画
な
の
で
、
そ
れ
ら
を
教
科
書
に
載
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
っ
た
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
　
『
詳
説
』
は
住
吉
具
慶
の
《
洛
中
洛
外
図
巻
》
を
リ
ス
ト
に
挙
げ
て
い
る
が
、
『
カ
ラ
ー
版
日
本
美
術
史
』
に
そ
の
図
版
は
な
い
。
戦
前
の
平
凡
社
版
『
世
界
美
術
全
集
』
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
後
の
美
術
全
集
の
類
で
こ
の
作
品
を
取
り
上
げ
て
い
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
多
く
の
日
本
史
教
科
書
は
、
昔
か
ら
土
佐
光
起
や
住
吉
如
慶
・
具
慶
父
子
の
名
前
と
作
品
を
載
せ
続
け
て
い
る
が
、
作
品
が
高
く
評
価
さ
れ
て
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
幕
府
や
朝
廷
の
御
用
を
務
め
た
こ
と
が
、
歴
史
研
究
者
に
重
視
さ
れ
た
た
め
だ
ろ
う
。
　
最
新
版
の
『
詳
説
』
が
取
り
上
げ
て
い
な
い
重
要
な
造
形
に
、
円
空
の
木
彫
像
と
大
津
絵
が
あ
る
。
両
者
と
も
『
カ
ラ
ー
版
日
本
美
術
史
』
に
も
図
版
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
　
東
日
本
各
地
を
遊
行
し
て
、
そ
の
土
地
の
魂
と
言
う
べ
き
も
の
を
そ
の
土
地
の
樹
木
か
ら
直
截
に
彫
り
出
し
た
円
空
の
神
仏
像
は
、
真
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
宗
教
美
術
で
あ
る
。
一
九
六
〇
年
代
か
ら
評
価
さ
れ
始
め
、
近
年
は
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
研
究
者
の
間
で
も
評
価
が
高
ま
り
、
美
術
全
集
も
多
く
の
ペ
ー
ジ
を
割
く
94
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
元
禄
文
化
の
中
核
で
あ
る
上
方
町
人
の
た
め
の
造
形
で
は
な
い
た
め
か
、『
詳
説
』
を
は
じ
め
と
す
る
い
く
つ
か
の
教
科
書
に
ま
だ
そ
の
記
述
は
な
い
。
実
は
『
詳
説
』
は
一
九
九
二
年
か
ら
一
九
九
三
年
に
か
け
て
（『
新
詳
説
日
本
史
改
訂
版
』）
円
空
を
取
り
上
げ
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
後
取
り
上
げ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
何
か
理
由
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ぜ
ひ
復
活
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
あ
る
。
　
西
の
庶
民
的
絵
画
の
代
表
で
あ
る
大
津
絵
も
、
教
科
書
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
大
津
絵
は
東
海
道
の
宿
駅
大
津
で
、
旅
人
の
土
産
と
し
て
売
ら
れ
て
い
た
素
朴
な
民
画
で
あ
る
が
、
十
七
世
紀
と
い
う
早
い
時
期
に
、
庶
民
を
購
買
層
と
す
る
商
業
的
な
ア
ー
ト
が
登
場
し
て
い
る
こ
と
は
、
日
本
文
化
が
誇
る
べ
き
歴
史
事
象
で
あ
る
と
考
え
る
。
先
述
し
た
素
朴
絵
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
庶
民
文
化
の
水
準
を
示
す
点
で
も
重
要
で
あ
ろ
う
。
（
宝
暦
・
天
明
期
の
文
化
）
五
常
（
鈴
木
春
信
） 
縁
先
美
人
（
鈴
木
春
信
）
当
時
全
盛
美
人
揃
（
喜
多
川
歌
麿
） 
浮
気
の
相
（
喜
多
川
歌
麿
）
奴
江
戸
兵
衛
（
東
洲
斎
写
楽
） 
奴
江
戸
兵
衛
（
東
洲
斎
写
楽
）
十
便
十
宜
図
（
池
大
雅
・
与
謝
蕪
村
） 
十
便
十
宜
図
（
池
大
雅
・
与
謝
蕪
村
）
雪
松
図
屏
風
（
円
山
応
挙
） 
藤
花
図
屏
風
（
円
山
応
挙
）
保
津
川
図
屏
風
（
円
山
応
挙
）
不
忍
池
図
（
司
馬
江
漢
）
 
不
忍
池
図
（
小
田
野
直
武
）
 
山
水
人
物
図
（
池
大
雅
）
 
新
緑
杜
鵑
図
（
与
謝
蕪
村
）
 
龍
虎
図
襖
（
長
澤
芦
雪
）
 
白
梅
図
襖
（
呉
春
）
 
動
植
綵
絵
（
伊
藤
若
冲
）
 
群
仙
図
屏
風
（
曽
我
蕭
白
）
　
最
新
版
の
『
詳
説
』
は
江
戸
時
代
の
絵
師
と
し
て
実
に
22
人
も
の
名
を
挙
げ
て
い
る
が
、
そ
の
リ
ス
ト
に
は
一
人
の
重
要
な
絵
師
の
名
が
漏
れ
て
い
る
。
　
二
〇
一
六
年
の
春
に
東
京
都
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
伊
藤
若
冲
の
展
覧
会
は
、
入
場
ま
で
5
時
間
待
ち
の
時
間
帯
も
出
現
す
る
ほ
ど
の
盛
況
で
あ
っ
た
。
今
や
若
冲
は
、
日
本
美
術
の
中
で
も
最
も
観
客
動
員
力
の
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
と
な
っ
た
。
私
見
で
も
日
本
絵
画
史
の
中
で
五
本
の
指
に
入
る
重
要
な
存
在
で
あ
る
。
そ
の
若
冲
の
名
が
『
詳
説
』
に
は
見
え
な
い
の
だ
（
若
冲
を
取
り
上
げ
て
い
る
教
科
書
も
数
種
あ
る
）。
今
回
の
ブ
ー
ム
を
受
け
て
、
今
後
の
改
訂
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
可
能
性
は
高
ま
る
だ
ろ
う
が
、
日
本
絵
画
史
上
指
折
り
の
絵
師
が
な
ぜ
こ
れ
ま
で
多
く
の
教
科
書
に
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
、
一
考
の
余
地
が
あ
る
。
　
『
詳
説
』
が
最
新
版
で
よ
う
や
く
独
立
さ
せ
た
『
宝
暦
・
天
明
期
の
文
化
』
の
節
の
作
品
リ
ス
ト
に
は
、
7
点
の
絵
画
作
品
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
鈴
木
春
信
・
喜
多
川
歌
麿
・
東
洲
斎
写
楽
の
有
名
浮
世
絵
師
3
人
の
そ
れ
ぞ
れ
1
点
と
、
池
大
雅
の
南
画
、
円
山
応
挙
の
屏
風
2
点
、
そ
れ
に
司
馬
江
漢
の
銅
版
画
で
あ
る
。
十
八
世
紀
後
半
は
錦
絵
の
黄
金
期
で
あ
る
が
、『
カ
ラ
ー
版
日
本
美
術
史
』
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も
浮
世
絵
師
に
つ
い
て
は
や
は
り
こ
の
3
人
を
選
ん
で
い
る
。
掲
載
作
品
は
写
楽
に
つ
い
は
両
者
と
も
《
三
代
目
大
谷
鬼
次
の
奴
江
戸
兵
衛
》
を
選
び
、
春
信
と
歌
麿
は
異
な
る
作
品
を
選
ん
で
い
る
。
　
彼
ら
浮
世
絵
師
は
膨
大
な
数
を
描
い
て
い
る
の
で
、
代
表
作
を
選
ぶ
の
が
そ
も
そ
も
難
し
い
。『
詳
説
』
は
春
信
の
錦
絵
の
代
表
作
と
し
て
儒
教
の
教
え
る
五
つ
の
道
（
五
常
）
を
描
く
シ
リ
ー
ズ
の
《
智
》
と
い
う
1
点
を
選
ん
で
図
版
に
し
、一
覧
表
に
も
そ
の
作
品
名
を
掲
載
し
て
い
る
。ま
じ
め
な
受
験
生
は
《
五
常
の
智
》
と
い
う
作
品
名
を
暗
記
す
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
作
品
は
春
信
が
描
い
た
数
多
の
錦
絵
の
一
枚
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
名
の
暗
記
に
ほ
と
ん
ど
意
味
は
な
い
。
　
『
カ
ラ
ー
版
日
本
美
術
史
』
は
、
与
謝
蕪
村
、
小
田
野
直
武
、
長
澤
芦
雪
、
呉
春
、
伊
藤
若
冲
、
曾
我
蕭
白
の
代
表
作
を
掲
載
し
て
い
る
。
こ
の
6
名
は
い
ず
れ
も
す
ぐ
に
教
科
書
に
名
前
が
載
っ
て
お
か
し
く
な
い
大
物
絵
師
で
あ
り
、
近
年
の
美
術
全
集
に
お
い
て
も
、
彼
ら
の
扱
い
は
か
つ
て
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
　
蕪
村
は
『
詳
説
』
で
は
大
雅
と
並
ん
で
本
文
中
と
一
覧
表
に
名
前
が
記
載
さ
れ
る
が
、
両
者
合
作
の
《
十
便
十
宜
図
》
に
つ
い
て
は
大
雅
の
《
釣
便
図
》
が
図
版
に
選
ば
れ
て
い
る
の
で
、『
詳
説
』
に
蕪
村
画
の
図
版
は
な
い
。
6
名
の
中
で
も
と
り
わ
け
蕪
村
と
若
冲
は
日
本
美
術
史
を
代
表
す
る
絵
師
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、
少
な
く
と
も
住
吉
具
慶
な
ど
よ
り
は
る
か
に
重
要
な
絵
師
で
あ
ろ
う
。『
詳
説
』
に
ま
だ
若
冲
の
名
は
見
え
ず
、
蕪
村
の
扱
い
も
軽
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
　
若
冲
や
蕭
白
は
江
戸
時
代
に
は
そ
れ
な
り
の
人
気
絵
師
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
忘
れ
ら
れ
た
時
期
が
あ
り
、
半
世
紀
ほ
ど
前
ま
で
ほ
と
ん
ど
知
る
人
も
な
い
存
在
で
あ
っ
た
。
若
冲
や
蕭
白
に
再
び
光
が
当
た
り
始
め
た
の
は
、
美
術
史
家
辻
惟
雄
が
一
九
六
八
年
に
『
美
術
手
帖
』
に
発
表
し
た
「
奇
想
の
系
譜
│
江
戸
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
」
と
い
う
論
考
が
き
っ
か
け
で
あ
る
。
岩
佐
又
兵
衛
、
狩
野
山
雪
、
伊
藤
若
冲
、
曾
我
蕭
白
、
歌
川
国
芳
の
5
名
の
個
性
的
な
絵
師
の
迫
力
あ
る
作
品
が
紹
介
さ
れ
、
彼
ら
の
画
業
が
よ
う
や
く
世
間
に
認
知
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
一
九
七
〇
年
に
単
行
本
『
奇
想
の
系
譜
』
に
ま
と
め
ら
れ
た
際
に
長
澤
芦
雪
が
加
え
ら
れ
た
）。
　
こ
の
『
奇
想
の
系
譜
』
の
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
と
、
6
名
の
奇
想
の
絵
師
の
展
覧
会
が
時
折
開
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
徐
々
に
彼
ら
の
認
知
度
が
上
が
っ
て
い
く
の
だ
が
、
し
ば
ら
く
の
間
は
ま
だ
知
る
人
ぞ
知
る
と
い
う
程
度
だ
っ
た
の
で
、
教
科
書
に
名
前
が
載
ら
な
い
の
も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
状
況
を
考
え
る
と
、
一
九
九
〇
年
の
三
省
堂
の
教
科
書
『
詳
解
日
本
史
』
（
青
木
美
智
雄
・
深
谷
克
己
他
）
が
若
冲
を
取
り
上
げ
た
の
は
、
特
筆
す
べ
き
英
断
で
あ
っ
た
。
　
現
在
の
若
冲
ブ
ー
ム
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
京
都
国
立
博
物
館
が
開
催
し
た
展
覧
会
に
端
を
発
し
て
い
る
。
そ
の
後
の
過
熱
ぶ
り
は
す
さ
ま
じ
く
、
生
誕
三
〇
〇
年
を
記
念
す
る
二
〇
一
六
年
の
展
覧
会
に
は
、
一
昔
前
に
は
想
像
も
で
き
な
か
っ
た
ほ
ど
の
観
客
が
押
し
寄
せ
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
等
で
の
番
組
放
映
も
相
次
い
で
い
る
。
よ
う
や
く
時
代
が
若
冲
に
追
い
つ
い
た
の
で
あ
る
。
　
若
冲
が
半
世
紀
前
ま
で
埋
も
れ
て
い
た
理
由
は
い
く
つ
か
考
え
ら
れ
る
が
、
賄
賂
に
ま
み
れ
た
と
さ
れ
た
田
沼
政
治
の
イ
メ
ー
ジ
が
極
端
に
悪
か
っ
た
こ
と
に
加
え
、
江
戸
後
期
の
文
化
を
化
政
文
化
と
呼
ぶ
枠
組
み
が
出
来
上
が
っ
た
結
96
果
、
文
学
も
含
め
た
十
八
世
紀
後
半
の
文
化
全
体
が
低
く
み
ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
一
因
だ
ろ
う
。
元
禄
と
化
政
を
ピ
ー
ク
と
み
る
近
世
文
化
史
の
「
典
型
」
を
成
立
さ
せ
た
こ
と
の
責
任
は
、
重
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
　
先
に
南
蘋
画
の
流
入
が
果
た
し
た
役
割
の
大
き
さ
に
つ
い
て
言
及
し
た
が
、
そ
の
実
態
の
研
究
が
遅
れ
、
理
解
が
十
分
で
な
か
っ
た
こ
と
も
、
若
冲
が
埋
没
し
た
理
由
の
一
つ
だ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
美
術
史
側
の
責
任
も
大
き
か
っ
た
。
　
先
に
少
し
言
及
し
て
い
る
が
、
臨
済
宗
中
興
の
祖
と
称
え
ら
れ
る
禅
僧
白
隠
も
、
教
科
書
が
載
せ
る
べ
き
巨
人
で
あ
る
。
白
隠
は
東
海
道
の
宿
駅
原
（
現
在
の
沼
津
市
）
に
生
ま
れ
、
後
半
生
を
故
郷
の
松
蔭
寺
で
住
職
を
務
め
な
が
ら
庶
民
教
化
に
尽
く
し
、
多
く
の
弟
子
を
育
て
た
偉
大
な
宗
教
者
で
あ
る
。
現
在
の
臨
済
宗
の
僧
の
師
の
系
譜
を
遡
れ
ば
す
べ
て
白
隠
に
行
き
着
く
と
言
わ
れ
る
偉
大
な
禅
僧
で
あ
り
、
絵
画
史
に
お
い
て
も
、
自
ら
の
内
面
を
素
朴
な
筆
致
で
表
現
す
る
禅
画
の
大
成
者
と
し
て
、
後
世
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
　
貞
享
2
年
（
一
六
八
五
）
に
生
ま
れ
た
白
隠
は
二
〇
代
の
頃
か
ら
絵
に
親
し
ん
で
い
た
ら
し
い
が
、
本
格
的
に
禅
画
を
描
き
始
め
る
の
は
六
七
歳
で
あ
っ
た
宝
暦
元
年
（
一
七
五
一
）
頃
か
ら
で
、
八
〇
歳
を
過
ぎ
た
明
和
年
間
に
多
く
の
傑
作
を
描
い
て
い
る
。
す
で
に
高
齢
で
は
あ
っ
た
が
、
ま
さ
に
「
宝
暦
・
天
明
期
の
文
化
」
の
幕
を
開
け
た
画
人
で
あ
る
。
そ
の
画
業
は
片
田
舎
の
沼
津
で
展
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
文
化
の
地
方
へ
の
拡
散
と
い
う
文
脈
か
ら
も
、
実
に
大
き
な
存
在
で
あ
っ
た
。
　
白
隠
は
そ
の
よ
う
に
宗
教
者
と
し
て
も
画
人
と
し
て
も
重
要
で
あ
る
が
、
『
詳
説
』
に
は
ま
だ
名
前
が
見
え
な
い
。
も
っ
と
も
『
カ
ラ
ー
版
日
本
美
術
史
』
も
本
文
中
に
名
前
を
載
せ
て
は
い
る
も
の
の
、
図
版
は
掲
載
し
て
い
な
い
。
各
種
美
術
全
集
で
の
白
隠
や
円
空
ら
の
近
世
の
宗
教
美
術
の
扱
い
は
徐
々
に
大
き
く
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
評
価
を
高
め
る
努
力
が
必
要
だ
ろ
う
。
（
化
政
文
化
）
富
嶽
三
十
六
景
（
葛
飾
北
斎
） 
富
嶽
三
十
六
景
（
葛
飾
北
斎
）
東
海
道
五
十
三
次
（
歌
川
広
重
）
名
所
江
戸
百
景
（
歌
川
広
重
）
朝
比
奈
小
人
嶋
遊
（
歌
川
国
芳
）
鷹
見
泉
石
像
（
渡
辺
崋
山
） 
鷹
見
泉
石
像
（
渡
辺
崋
山
）
一
掃
百
態
（
渡
辺
崋
山
）
柳
鷺
群
禽
図
屏
風
（
呉
春
）
浅
間
山
図
屏
風
（
亜
欧
堂
田
善
）
 
夏
秋
草
図
屏
風
（
酒
井
抱
一
）
 
東
雲
篩
雪
図
（
浦
上
玉
堂
）
 
亦
復
一
楽
帖
（
田
能
村
竹
田
）
 
公
余
探
勝
図
巻
（
谷
文
晁
）
　
化
政
文
化
に
関
し
て
ま
ず
問
題
な
の
は
、『
詳
説
』
が
図
版
に
し
て
い
る
4
点
の
錦
絵
す
べ
て
が
天
保
年
間
以
降
の
作
品
で
あ
る
こ
と
だ
が
、
標
題
を
「
江
戸
後
期
の
文
化
」
に
変
更
す
れ
ば
解
決
す
る
話
で
あ
る
。
　
『
詳
説
』
と
『
カ
ラ
ー
版
日
本
美
術
史
』
が
と
も
に
図
版
に
取
り
上
げ
て
い
る
の
が
、
葛
飾
北
斎
の
《
富
嶽
三
十
六
景
》
と
渡
辺
崋
山
の
《
鷹
見
泉
石
像
》
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で
あ
る
。《
富
嶽
三
十
六
景
》
が
日
本
美
術
を
代
表
す
る
傑
作
で
あ
る
こ
と
は
多
く
の
人
が
認
め
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
が
、《
鷹
見
泉
石
像
》
は
さ
ほ
ど
知
名
度
が
高
く
な
い
作
品
だ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
作
品
は
昔
か
ら
一
部
で
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
戦
前
か
ら
図
版
に
取
り
上
げ
る
教
科
書
が
多
か
っ
た
。
一
九
五
一
年
に
は
早
く
も
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
古
代
の
仏
教
美
術
な
ど
と
比
べ
て
文
化
財
指
定
が
遅
れ
が
ち
で
あ
っ
た
近
世
絵
画
と
し
て
は
、
異
例
の
早
い
出
世
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
リ
ア
リ
ズ
ム
に
徹
す
る
画
風
が
近
代
に
先
駆
け
る
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
崋
山
は
『
慎
機
論
』
を
著
し
て
幕
府
を
批
判
し
、
蛮
社
の
獄
で
自
刃
さ
せ
ら
れ
る
な
ど
政
治
上
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
人
物
な
の
で
、
歴
史
学
者
に
シ
ン
パ
シ
ー
を
感
じ
る
者
が
多
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
　
亜
欧
堂
田
善
の
西
洋
絵
画
の
技
法
を
取
り
入
れ
た
屏
風
が
教
科
書
に
載
る
の
も
、
同
じ
く
近
代
か
ら
江
戸
を
評
価
す
る
視
点
が
あ
ら
わ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。
若
冲
や
蕭
白
の
評
価
が
遅
れ
た
の
と
は
好
対
照
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
《
発
見
さ
れ
た
日
本
美
術
》
　
先
に
辻
惟
雄
に
よ
る
奇
想
の
画
家
た
ち
の
発
見
に
つ
い
て
触
れ
た
が
、
蕭
白
や
若
冲
は
、
日
本
全
体
が
西
欧
を
追
い
か
け
た
明
治
期
に
い
っ
た
ん
忘
れ
去
ら
れ
た
画
人
で
あ
る
。
近
代
は
近
世
の
否
定
の
上
に
成
立
し
た
の
で
、
近
世
文
化
の
果
実
と
い
う
べ
き
奇
想
の
画
家
た
ち
は
、
西
洋
美
術
を
あ
が
め
る
時
代
風
潮
の
中
で
否
定
さ
れ
、
埋
没
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
　
そ
う
し
た
事
情
は
、
円
空
に
つ
い
て
も
、
あ
る
い
は
白
隠
や
大
津
絵
に
つ
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。
白
隠
や
大
津
絵
が
見
直
さ
れ
始
め
る
の
は
大
正
時
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
円
空
が
再
発
見
さ
れ
る
の
は
昭
和
に
な
っ
て
か
ら
で
、
本
格
的
な
ブ
ー
ム
が
巻
き
起
こ
る
の
は
一
九
六
〇
年
代
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
　
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
庶
民
に
寄
り
添
っ
た
素
朴
で
親
し
み
や
す
い
造
形
で
あ
る
。
伸
び
や
か
で
ぬ
く
も
り
の
あ
る
造
形
は
現
代
人
に
も
十
分
魅
力
的
で
あ
る
し
、
日
本
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
評
価
す
る
観
点
か
ら
も
、
重
要
な
作
品
群
で
あ
る
。
ぜ
ひ
と
も
教
科
書
に
掲
載
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
あ
る
。
筆
者
と
し
て
は
木
喰
や
仙
厓
も
候
補
に
加
え
た
い
が
、
順
番
は
か
な
り
先
の
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。
　
そ
の
よ
う
に
美
術
作
品
の
評
価
は
時
代
に
よ
っ
て
大
き
く
揺
れ
動
く
こ
と
が
あ
る
。
筆
者
は
か
つ
て
価
値
観
の
変
動
の
問
題
を
拙
著
『
日
本
美
術
の
発
見
者
た
ち
』（
辻
惟
雄
・
山
下
裕
二
と
の
共
著
、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
三
年
）
で
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
美
術
史
の
研
究
は
日
々
進
歩
し
て
い
る
。
美
術
作
品
の
評
価
が
最
終
的
に
は
個
人
の
主
観
に
よ
る
以
上
、
価
値
観
の
変
動
は
こ
れ
か
ら
も
お
こ
り
得
る
だ
ろ
う
。
　
し
か
し
現
在
の
日
本
史
教
科
書
は
、
古
い
価
値
観
を
そ
の
ま
ま
引
き
ず
っ
て
い
る
部
分
が
多
い
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。
権
力
者
と
の
つ
な
が
り
が
深
か
っ
た
絵
師
を
大
き
く
扱
う
の
で
は
な
く
、
今
を
生
き
る
我
々
の
目
に
魅
力
的
に
映
る
作
品
を
掲
載
し
て
、
は
じ
め
て
日
本
美
術
に
接
す
る
高
校
生
に
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
切
望
す
る
。
図
版
は
京
都
国
立
博
物
館
の
『
没
後
２
０
０
年　
若
冲
』
展
図
録
よ
り
転
載
し
た
。
